
様式１

１　就職に関わる学校の状況

卒業者数
就職希
望者数

就職内
定者数

就職未
内定者数

内定率
進路未

決定者数

82 32 32 0 100.0% 0

129 54 53 1 98.1% 1

131 59 59 0 100.0% 0

２　研究課題への取組概要

○

○

○

※　○は重点課題を示している

３　年間計画

月 主な取組 月 主な取組

(3) (2)

(2) (3)

(1)

(3) (2)

(5)

(2)

(1) (1)

(2) (4)

(4)

(2) (5)

(5)

(3)

(2) (5)

(2)

(2) (3)

(5)

内容 内容

４月

就職指導の改善に関する研究計画書

 　 令和４年度（３月末）

 　 令和３年度（３月末）

学校名

 　 令和２年度（３月末）

・卒業生(既卒者を含む)への聞き取り調査等の実施及び離職者の状況把握

・就職先への訪問や校内の相談窓口開設など、事業主や卒業生の声を把握できる体制の整備

(5) 上記(1)(2)(3)(4)に係る成果の普及

５月

進路希望別ガイダンス

探究活動

インターンシップに向けて

インターンシップのまとめ

10月

12月

１月

３月

進路ガイダンス

進路希望調査

相談窓口の開設

探究活動

11月

地域企業との情報交換(聞き取り)

進路希望調査

インターンシップに向けて

インターンシップ実施

進路ガイダンス

進路ガイダンス

インターンシップのまとめ

離職者状況の把握(２)

就職希望生徒と卒業生交流会

探究活動成果発表

・地域の若手企業人との交流や協働して活動する機会の創出
・進路を主体的に選択し、就業意欲や、達成感を得られる教育の実践

・進路に関する探究活動の学習モデルプランを作成し、各種研究協議会等において普及
・進路だよりや研究報告書等を作成し、学校Webページ等において普及

地域企業との情報交換会

６月

７月

８月

９月

２月

離職者状況の把握（１）

インターンシップに向けて

就職関連講話

インターンシップに向けて

探究活動のまとめ

北海道　野幌　高等学校

(3) 新規高等学校卒業者に係る就職慣行（いわゆる「一人一社制」）に関する状況の把握

(1) 就職後３年以内に離職する早期離職の改善のための就職後の生徒に対する支援

(2) 就職未内定又は進路希望を設定できないまま卒業した生徒に対する支援

(4) その他、就職指導を改善・充実するための教育活動に関する取組

・進路希望調査を基に、進路相談員と連携した進路相談の早期実施

・インターンシップ等の体験による、就業意欲の向上と自己有用感の育成

・ガイダンス機能や保護者説明会等の充実

・地域の企業や商工会議所等と連携及び意見等の把握


